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一般社団法人おしかパブリックサービス



様式第１号　　　第三セクター情報公開シートⅠ（PDCAサイクルシート）

１　作成年月日・市所管部署

２　法人名称等

３　定款上の事業内容

４　出資・出捐の状況

※出資額が多い順に上位3者（個人は「個人」と表記）を記載
５　役員・職員の状況
（１）　役員の状況 （２）　職員の状況

※市職員（及び市退職者）とは、市の常勤の特別職及び一般職の者（及びそれらの職にあった者）で、法人の役職員に就任してい者をいう。

６　経営理念・方針

20 日 市所管部署 石巻市 牡鹿総合支所地域振興課

法人名称 一般社団法人おしかパブリックサービス 設立目的・経過

作成年月日 令和 6 年 6 月

20 日

代表者職・氏名 代表理事　中村　尚

(1) 公営乗合バスの車両管理及び運転業務又は運行業務

法人所在地 石巻市 鮎川浜大台３７番地２ 牡鹿半島地域内において生活環境の改善、維持向上
及び地場産業の振興等に関するサービスを総合的に
提供し、街づくりの推進に寄与することを目的とす
る。

設立年月日 平成 16 年 2 月

(5) 道路その他用地の除草、刈払い、支障木の伐採等の業務

資本金・基本財産
総額

石巻市
出資・出捐額

石巻市
出資・出捐割合

市以外の
出資・出捐者

市以外の者の
出資・出捐額

市以外の者の
出資・出捐割合

(2) 学校給食の運搬業務

(3) 事業及び家庭ごみの収集運搬及び中間処理業務

(4) 地域公共施設の管理業務及び保守業務

3.1 ％

個人 100 千円 3.1 ％
3,200 3,000 93.8

有限会社鮎川観光タクシー 100 千円

千円 0.0 ％
千円 千円 ％

R3期末 R4期末 R5期末 R3期末 R4期末 R5期末

常勤 1 2 2 常勤 18 17 20

0 0

うち市退職者 0 0 0 うち市退職者 0 0 0

うち市職員 0 0 0 うち市職員 0

24 16

うち市職員 0 0 0 うち市職員 0 0 0

非常勤 2 2 2 非常勤 24

0 0

計 3 4 4 計 42 41 36

うち市退職者 0 0 0 うち市退職者 0

0 0

うち市退職者 0 0 0 うち市退職者 0 0 0

うち市職員 0 0 0 うち市職員 0

市職員（及び市退職者）とは、市の常勤の特別職及び一般職の者（及びそれらの職にあった者）で、法人
の役職員に就任している者をいう。

　牡鹿半島地域における生活環境の維持・向上及び地場産業の振興に貢献するサービスを総合的に提供するこ
とによって、雇用を創出するとともに地域の暮らしやすいまちづくりの推進に寄与する。

1 社団法人・財団法人用



様式第１号　　　第三セクター情報公開シートⅠ（PDCAサイクルシート）

７　中期的な経営目標・事業計画

８　主要事業の成果、課題

９　市が期待する役割、市意見等（担当部署記載）

目標項目・指標 単位 令和4年度期 令和5年度期 令和6年度期 令和7年度期 令和8年度期

116,000 117,000

実績 115,781 114,282

石巻市委託業務の
売上高

千円

目標
計画

113,000 114,000 115,000

目標・指標の説明
　令和６年度以降の目標額については、公共施設やイベント等の再開による管
理業務委託の段階的な回復を見込むものである。

目標未達の場合の要因分析

目標項目・指標 単位 令和4年度期 令和5年度期 令和6年度期

実績 14,886 13,131

令和7年度期 令和8年度期

民間委託業務の
売上高

千円

目標
計画

14,500 15,000 15,500 16,000 16,500

牡鹿地区一般廃棄
物収集運搬業務

従来からの公共サービス事業
提供が困難な中、経常利益を
計上することが出来ている。

経常利益を計上出来ている
が、公共事業の状況に緊密に
関係しているため、今後は更
なる受注増加が課題である。

前々期の受注額と比較し、
同水準となった。

事業の公共性、
公益性

一般廃棄物収集運搬業務は、石巻市委託業務であり、事業の公共性及び公益性は高い。

目標・指標の説明
　令和６年度以降の目標額については、一般の事業系廃棄物の処理運搬業務等
の増減を見込むものである。

目標未達の場合の要因分析
除草業務において、元請け業者が変わったこと等により除草業務全体が縮小し
たため。

事業名称 前期の事業成果 自己評価・事業課題 前々期の課題への取組成果

事業の公共性、
公益性

地域住民の生活環境向上に寄与しており、公共性は高い。

※各情報公開シートの個別項目毎及び決算全体の所感について、別紙様式に記載ください。

事業名称 前期の事業成果 自己評価・事業課題 前々期の課題への取組成果

民間除草等業務
地元業者や工事業者等からの
受注により、経常利益を計上
出来ている。

経常利益を計上出来ている
が、除草業務の元請業者が変
わったことにより、請負件数
が減少した。

民間からの請負業務全体に
おいては前年度と比較し受
注額が減少しているもの
の、蜂の巣駆除等の業務に
おいて前年度受注額と比較
し上回った。

2 社団法人・財団法人用



様式第２号　　　第三セクター情報公開シートⅡ（財務諸表）

団体名称 一般社団法人おしかパブリックサービス

１　財務諸表（金額単位：円）

貸
借
対
照
表
（

Ｂ
／
Ｓ
）

借方（科目） 令和3年度期

うち　現金・預金 5,616,671

(1)　基本財産 5,493,603

資産の合計 23,922,536

流動負債 7,582,785

固定負債 2,502,000

負債合計 10,084,785

指定正味財産 3,150,000

うち　特定資産への充当額 0

うち　基本財産への充当額 0

令和4年度期 前期増減 令和5年度期 前期増減

流動資産 18,367,673 21,281,050 2,913,377 20,030,954 ▲ 1,250,096

8,904,874 3,288,203 8,828,191 ▲ 76,683

固定資産 5,554,863 1,901,954 ▲ 3,652,909 6,517,190 4,615,236

1,840,694 ▲ 3,652,909 6,449,750 4,609,056

(2)　特定資産 0 0 0 0 0

23,183,004 ▲ 739,532 26,548,144 3,365,140

(3)　その他の固定資産 61,260 61,260 0 67,440 6,180

7,503,838 ▲ 78,947 7,054,663 ▲ 449,175

貸方（科目） 令和3年度期 令和4年度期 前期増減 令和5年度期 前期増減

0 ▲ 2,502,000 2,500,000 2,500,000

うち　短期借入金 0 0 0 0 0

7,503,838 ▲ 2,580,947 9,554,663 2,050,825

うち　長期借入金 2,502,000 0 ▲ 2,502,000 2,500,000 2,500,000

3,200,000 50,000 3,200,000 0

正味財産 13,837,751 15,679,166 1,841,415 16,993,481 1,314,315

0 0 0 0

うち　基本財産への充当額 0 0 0 0 0

0 0 0 0

一般正味財産 10,687,751 12,479,166 1,791,415 13,793,481 1,314,315

負債・正味財産の合計 23,922,536 23,183,004 ▲ 739,532 26,548,144 3,365,140

うち　特定資産への充当額 0 0 0 0 0

前期増減

一般正味財産増減の部 1,175,853 1,791,415 615,562 1,314,315 ▲ 477,100

正
味
財
産
増
減
計
算
書

科目 令和3年度期 令和4年度期 前期増減 令和5年度期

経常増減の部 1,528,570 2,307,728 779,158

経常費用 129,651,393 128,708,188 ▲ 943,205 125,977,983 ▲ 2,730,205

1,463,170 ▲ 844,558

経常収益 131,179,963 131,015,916 ▲ 164,047 127,441,153 ▲ 3,574,763

経常外増減の部 ▲ 352,717 ▲ 516,313 ▲ 163,596 ▲ 148,855 367,458

評価損益等計 0 0 0 0 0

経常外費用 422,716 591,312 168,596 448,516 ▲ 142,796

経常外収益 70,000 75,000 5,000 299,661 224,661

一般正味財産期首残高 9,511,898 10,687,751 1,175,853 12,479,166 1,791,415

経常外損失 1 1 0 0 ▲ 1

指定正味財産増減の部 0 50,000 50,000 0 ▲ 50,000

一般正味財産期末残高 10,687,751 12,479,166 1,791,415 13,793,481 1,314,315

指定正味財産期首残高 3,150,000 3,150,000 0 3,200,000 50,000

指定正味財産増減額 0 50,000 50,000 0 ▲ 50,000

正味財産期末残高 13,837,751 15,679,166 1,841,415 16,993,481 1,314,315

指定正味財産期末残高 3,150,000 3,200,000 50,000 3,200,000 0

（※）負の数の場合は、マイナス記号（－）を付けて入力すること。

※行については、適宜、追加・削除、区分修正可。ただし、設定した計算式に影響を与えないこと。
※財務諸表を添付すること。

3 社団法人・財団法人用



様式第２号　　　第三セクター情報公開シートⅡ（財務諸表）

キ
ャ
ッ

シ
ュ

・
フ
ロ
ー

計
算
書
（

C
/
S
）

区分 令和3年度期 令和4年度期 前期増減 令和5年度期 前期増減

事業活動によるキャッシュ・フロー 6,644,688 5,740,202 ▲ 904,486 5,717,835 ▲ 22,367

税金等調整前当期利益 1,598,569 2,382,727 784,158 1,762,831 ▲ 619,896

貸倒引当金の増加額 5,000 ▲ 2,000 ▲ 7,000 ▲ 8,000 ▲ 6,000

減価償却費 4,670,683 3,652,908 ▲ 1,017,775 3,970,943 318,035

売上債権の増減 ▲ 772,307 275,938 1,048,245 1,191,074 915,136

有形固定資産売却益 0 0 0 ▲ 291,661 ▲ 291,661

法人税支払い ▲ 280,416 ▲ 600,112 ▲ 319,696 ▲ 673,916 ▲ 73,804

その他の増減額 1,423,159 30,741 ▲ 1,392,418 ▲ 233,436 ▲ 264,177

有形固定資産の取得 ▲ 6,560,399 0 6,560,399 ▲ 8,579,999 ▲ 8,579,999

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 6,569,219 1 6,569,220 ▲ 8,294,518 ▲ 8,294,519

長期貸付けによる支出 0 0 0 ▲ 6,180 ▲ 6,180

有形固定資産の売却による収入 0 1 1 291,661 291,660

0 0

リサイクル預託金の取得 ▲ 8,820 0 8,820 0 0

0 0

0 0

長期借入れによる収入 ▲ 2,558,000 ▲ 2,502,000 56,000 2,500,000 5,002,000

財務活動によるキャッシュフロー ▲ 2,558,000 ▲ 2,452,000 106,000 2,500,000 4,952,000

配当金の支払額 0 0 0 0 0

株式の発行による収入 0 0 0 0 0

0 0

基金の拠出による収入 0 50,000 50,000 0 ▲ 50,000

0 0

0 0

現金及び現金同等物の増減額 ▲ 2,482,531 3,288,203 5,770,734 ▲ 76,683 ▲ 3,364,886

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0 0 0 0

現金及び現金同等物期末残高 5,616,671 8,904,874 3,288,203 8,828,191 ▲ 76,683

現金及び現金同等物期首残高 8,099,202 5,616,671 ▲ 2,482,531 8,904,874 3,288,203

（※１）支出は、マイナス記号（－）を付けて入力すること。

（※２）負の数の場合は、マイナス記号（－）を付けて入力すること。

２　市による財政・金融支援等（金額単位：円）

区分 令和3年度期 令和4年度期 前期増減 令和5年度期 前期増減

事業費補助金（交付金・助成金・負担金） 0 0

補助金（交付金・助成金・負担金） 0 0 0 0 0

委託料及び指定管理料 116,255,660 115,781,423 ▲ 474,237 114,282,060 ▲ 1,499,363

管理費補助金（交付金・助成金・負担金） 0 0

短期借入金 0 0

借入金（期末残高） 0 0 0 0 0

出資・出捐（期末時） 3,000,000 3,000,000 0 3,000,000 0

長期借入金 0 0

損失補償額（期末残高） 0 0

債務保証額（期末残高） 0 0

0

0

0 0
その他の財政支援・優遇
措置（税、使用料、手数
料の減免等）

0

0

※行については、適宜、追加・削除、区分修正可。ただし、設定した計算式に影響を与えないこと。
※財務諸表を添付すること。

4 社団法人・財団法人用



情報公開シートⅡ補足資料

法人名：

１　貸借対照表に関する補足

（１）総括分析

（２）前年度から数値が変動した科目及びその要因

固定資産 車両運搬具

固定負債 長期借入金

２　損益計算書又は正味財産増減計算書に関する補足

（１）総括分析

（２）前年度から数値が変動した科目及びその要因

経常費用 賃金給料

経常費用 外注費

項　目 変動内容（単位：円） 変動要因

一般社団法人おしかパブリックサービス

　正味財産は１６，９９３千円であり、前期比１，３１４千円増加と順調な伸びを示しており、正味財産比率（正
味財産／総資産）は６４．０％と前期比で３．６ポイント減少している。
　実質流動資産は２０，０３１千円となり、前期比で１，２５０千円減少しており、流動比率（流動資産／流動負
債）は２８３．９％、当座比率は１２５．１％となり、前期比で流動比率は０．３ポイント、当座比率は６．４ポ
イント増加し、資金繰りは安定している。

項　目 変動内容（単位：円） 変動要因

4,615,840増 車両の入れ替えを行ったことによる増加

2,500,000増 借入金による増加

　経常収益は１２７，４４１千円であり、前期比３，５７５千円減少、経常費用は１２５，９７８千円で、前年比
２，７３０千円減少している。経常増減額から税等控除後の当期一般正味財産増減額は１，３１４千円を計上し、
正味財産期末残高は１６，９９３千円となった。
　作業工程の効率化に努め、経常費用を２．１％削減することが出来たが、除草業務全体の縮小により、民間委託
業務の売上高が１１．８％減少している。

1,678,595減 従業員数減による減少

1,028,700増 海水浴場でのライフセーバーの単価上昇による増加

5



情報公開シートⅡ補足資料

３　キャッシュフロー計算書に関する補足

（１）総括分析

（２）数値が変動した区分及びその要因

投資活動に
よるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

有形固定資産
の取得

財務活動に
よるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

長期借入れに
よる収入

４　市による財政・金融支援等に関する補足

（１）市からの補助金等の交付状況

（２）市からの委託業務等（指定管理含む）の状況

（３）税、使用料、手数料等の減免の状況

　事業活動によるキャッシュフローは５，７１８千円で、前期比２２千円減少、投資活動によるキャッシュフロー
は▲８，２９５千円で、前期比８，２９５千円減少、財務活動によるキャッシュフローは２，５００千円で、前期
比４，９５２千円増加であった。
　現金及び現金同等物期末残高は８，８２８千円で、前期比７７千円減少であった。

項　目 変動内容（単位：円） 変動要因

8,579,999減 車両取得による減少

5,002,000増 長期借入による増加

補助金等の名称 補助金額(単位：円) 補助金の使途

委託業務の名称 委託料(単位：円) 委託業務の内容

牡鹿地区ごみ収集運搬 56,100,000 牡鹿地区の家庭ゴミの収集運搬

牡鹿地区市民バス運行業務 29,461,960 牡鹿地区の市民バスの運行

牡鹿交流センター業務 14,993,000 牡鹿交流センターの受付、清掃、水泳教室等

牡鹿地区内公共施設清掃、
除草業務等

13,727,100
清掃、除草、管理、海水浴場開設管理
鳥獣死骸処理等、全20件

減免されている税目等名称 減免額(単位：円) 減免理由

6



法  人  名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当部署名：

１　第三セクター情報公開シートⅠ（ＰＤＣＡサイクルシート）に対する意見

（１）中間的な経営目的・事業計画

（２）主要事業の成果、課題

２　第三セクター情報公開シートⅡ（財務諸表）に対する意見

（１）貸借対照表

市が期待する役割・市意見等（別紙）

一般社団法人おしかパブリックサービス

牡鹿総合支所地域振興課

　令和５年度については、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に引き下げられ、海水浴場につい
ては来場者数の増加も見込まれたが、猛暑の影響及び台風の影響による渡島船の欠航により来場
者数が伸び悩んでおり、今後も異常気象による影響が懸念される。
　また、自治体からの外部委託業務が業務の大半を占めているが、令和５年度より、牡鹿交流セン
ター水泳・水中運動教室業務等、新規の委託業務も増加している。今後も、民間からの委託業務も
含めて更なる業務展開を図り、委託業務の増加を図るなどして、安定した経常収益の確保に努める
必要がある。

　成果としては、牡鹿地区の公共サービスを担い、地域住民の生活環境の向上に寄与している点は
評価できる。
　課題としては、自治体からの外部委託業務が業務の大半を占めており、市政の方針の影響も受け
やすいことから、事業系廃棄物運搬処理業務等の民間委託業務の増加を図り、安定した経常収益
の確保に努める必要がある。

　財政基盤の健全度を表す正味財産比率（正味財産／資産計）は６４．０％と前期から３．６ポイント
減少しているものの、引き続き５０％を超えていることから、財務安定性は高いと言え、今後も財政的
に健全な状態を保ちながら取り組んでいく必要がある。
　支払い能力の安全性を表す流動比率（流動資産／流動負債）は２８３．９％であり、望ましいと言わ
れている２００％を超えていることから、支払い能力の安全性は高い。
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（２）損益計算書又は正味財産増減計算書

（３）キャッシュフロー計算書

（４）市による財政・金融支援等

３　法人に対し市が期待する役割等（担当部署所感）

　財務の安全性を判断する経常比率（経常収益／経常費用）は１０１．２％であり、財務の安定性の
目安である１００％を維持している。
　正味財産期末残高は、１６，９９３千円であり、収益性を示す総資本経常利益率（当期経常増減額
／正味財産期末残高）は８．６％で、黒字経営を継続している。
　経常経費に占める管理費比率（管理費／経常費用）は１５．８％で、経営効率性は高いといえる。

　事業活動によるキャッシュフローは５，７１８千円であり、前期比で２２千円減少している。減少の主
な要因は、税金等調整前当期利益の減少、有形固定資産売却益の減少である。
　投資活動によるキャッシュフローは、▲８，２９５千円であり、前期比で８，２９５千円の減少となった。
主な要因は、令和５年度中に有形固定資産（パッカー車）を新規取得したことによるものである。
　老朽化した車両の更新により今後の事業継続が図られ、中長期的にも事業展開による安定した
キャッシュフローの確保が見込まれる。

なし

　法人の実施する事業には十分な公益性が認められ、地域に対して安定的に就業機会を提供する
などの事業成果も評価できる。また、市からの補助金は受けておらず、経営の自立性はたもたれて
いるものと判断される。
　ただし、業務の大半を自治体からの委託業務が占めており、新型コロナウイルス感染拡大等の外
部要因に収益が左右される場合も予想されるため、経営安定のため民間委託業務の更なる受注増
加に取り組んでいただくことを期待する。
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